
モルモンとその教
お し

え
だい49しょう

イエス・キリストがニーファイ人
じん

をおとずれられてから何年
なんねん

も

たつと，教会
きょうかい

をはなれ，みずからレーマン人
じん

と名
な

のるものた

ちが出
で

てきました。（4ニーファイ1：20）

そして，ついには，ニーファイ人
じん

もレーマン人
じん

も，ほとんどのた

みが，ひじょうにわるくなりました。（4ニーファイ1：45）

正
ただ

しい人
ひと

アマロンは，しんせいなきろくをもっていました。せい

れいはアマロンに，そのきろくをかくして，まもるようにとおつげ

になりました。（4ニーファイ1：48―49）

アマロンは，10才
さい

の少年
しょうねん

であったモルモンがしんらいできる子
こ

だと知
し

って，きろくをかくしてあるばしょを教
おし

えました。（モルモ

ン1：2―3）

モルモンは24才
さい

になったら，ニーファイのはんをとり出
だ

して，

それにたみのことを書
か

くように言
い

われました。（モルモン1：3―4）
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モルモンが11才
さい

になった時
とき

，ニーファイ人
じん

とレーマン人
じん

の間
あいだ

に

たたかいがおこりました。ニーファイ人
じん

はレーマン人
じん

をうちまかし

て，ふたたびへいわになりました。（モルモン1：6，8―12）

しかし，人
ひと

びとがひじょうにわるくなったので，主
しゅ

は3人
にん

のでし

をつれさってしまわれました。きせきといやしはやみ，せいれいは

もう人
ひと

びとをみちびかれませんでした。（モルモン1：13―14）

モルモンは15才
さい

の時
とき

，イエス・キリストのおとずれをうけまし

た。そして，すくいぬしとそのいつくしみについて，さらに学
まな

びま

した。（モルモン1：15）

モルモンはたみに教
おし

えをとこうとしましたが，イエスからきんじ

られました。たみはあくじを行
おこな

い，たみの心
こころ

がふたたびかたくなっ

たからです。（モルモン1：16―17）

ニーファイ人
じん

とレーマン人
じん

のたたかいは，何十年
なんじゅうねん

もつづきました。

そこでモルモンは，たみが自分
じ ぶ ん

たちのかぞくとかていをまもるため

にたたかうように，力
ちから

をつくしました。（モルモン2：23）

ふたたびせんそうがはじまりました。モルモンはせが高
たか

く，たく

ましかったので，ニーファイのたみは，モルモンをぐんのしきかん

にえらびました。（モルモン2：1）
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しかし，ニーファイ人
じん

はひじょうにわるくなっていたので，主
しゅ

は

おたすけになりませんでした。(モルモン2：26)

モルモンは，ニーファイ人
じん

にむかって，くいあらためて，バプテ

スマをうけるならばすくわれる，と言
い

いました。しかし，たみは聞
き

き入
い

れませんでした。(モルモン3：2－3)

それどころか，自分
じ ぶ ん

たちの力
ちから

をほこって，レーマン人
じん

をみなごろ

しにするとちかいました。そこでモルモンは，たみのあくじのため

に，しきかんとなることをことわりました。(モルモン3：9－11)

たたかうたびにニーファイ人
じん

は，レーマン人
じん

にうちまかされるよ

うになりました。モルモンはふたたび，ニーファイ人
じん

のぐんたいを

ひきいることにしました。(モルモン4：18；5：1)

しかし，モルモンには，あくじを行
おこな

うニーファイ人
じん

がたたかいに

かてないことが分
わ

かっていました。たみがくいあらためず，たすけ

をねがうこともしなかったからです。(モルモン5：2)

モルモンは，アマロンがかくしておいたおかからすべてのきろく

をとり出
だ

し，いつかこのきろくを読
よ

む人
ひと

びとのために書
か

きしるしま

した。(モルモン4：23；5：9，12)
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モルモンのねがいは，ユダヤ人
じん

をはじめとしてすべての人
ひと

が，イ

エス・キリストについて知
し

り，くいあらためてバプテスマをうけ，

ふくいんにしたがって生活
せいかつ

し，しゅくふくをうけることでした。

(モルモン5：14；7：8，10)

みたまにうながされてモルモンは，キリストのらいりんのよげん

がのっているニーファイのしょうはんを，モルモンのはんといっし

ょにしました。(モルモンのことば1：3－7)

モルモンは，たみをクモラの地
ち

にあつめました。たみはここで，

ふたたびレーマン人
じん

とたたかうよういをしました。(モルモン6：4)

モルモンは，年
とし

をとりました。これがさいごのたたかいになるこ

とを知
し

っていました。しんせいなきろくがレーマン人
じん

に見
み

つかって，

台
だい

なしにされてはこまります。(モルモン6：6)

レーマン人
じん

は，ニーファイ人
じん

をおそいました。そして，24人
にん

を

のぞいて，みなごろしにしました。モルモンは，けがをしました。

(モルモン6：8－11)

モルモンは，モルモンのはんをむすこのモロナイにわたし，のこ

りのはんをクモラのおかにかくしました。(モルモン6：6)
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モルモンは，さけびました。「あなたがたはりょううでを広
ひろ

げて

立
た

ってあなたがたをうけ入
い

れようとしておられた，あのイエスをど

うしてこばんだのか。見
み

よ，あなたがたはそのようにしなければ，

たおれなかったであろうに。」(モルモン6：16－18)

モルモンは，ニーファイ人
じん

にしんりを教
おし

えようとつとめ，イエ

ス・キリストをしんじることがどれほど大切
たいせつ

かつたえました。(モ

ロナイ7：1，33，38)

モルモンは，イエス・キリストのあがないによって，きぼうをも

つように教
おし

えました。また，じあい，つまりキリストのじゅんすい

なあいをもたなければいけないとも教
おし

えました。(モロナイ7：

40－41，47)

モルモンは，同
おな

じようにニーファイ人
じん

にふくいんを教
おし

えた，むす

このモロナイにあてて手紙
て が み

を書
か

きました。(モロナイ8：1－2)

モルモンは，ニーファイ人
じん

のひどくわるい行
おこな

いについて書
か

きまし

た。モロナイには，イエス・キリストにちゅうじつでありなさいと

書
か

いています。(モロナイ9：1，20，25)

レーマン人
じん

は，モルモンたちニーファイ人
じん

ぜんいんをころしまし

た。一人
ひ と り

だけ生
い

きのこったモロナイは，きろくを書
か

きおえました。

(モルモン8：2－3)




